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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年8月24日(2017.8.24)

【公表番号】特表2013-509370(P2013-509370A)
【公表日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-013
【出願番号】特願2012-535755(P2012-535755)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 263/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 498/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  263/06     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  498/04     １０１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年7月10日(2017.7.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
[式中、
R1は、炭素数2～5のアルキレン基、特にエチレン基であり、
R2及びR3は、個別にHあるいは任意選択で置換されている炭素数1～10の直鎖若しくは分岐
アルキル基又はアリール基であり、
R4は、150～4000g/モル、特に160～1000 g/モルの分子量のポリイソシアネートのn個のイ
ソシアネート基の除去の後のn価残基であり、
n=2、3、4、5又は6である]
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）少なくとも２つのウレタン基を有する少なくとも１種のポリオキサゾリジンＰＯＵ
及び
　ｂ）少なくとも１つのカルボナート基を有する少なくとも１種のポリオキサゾリジンＰ
ＯＣ
を含み、
　ポリオキサゾリジンＰＯＵが、以下の式（Ｉａ）による構造を有し：
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【化１】

［式中、
Ｒ１は、炭素数２～５のアルキレン基、
Ｒ２及びＲ３は、個別にＨあるいは任意選択で置換されている炭素数１～１０の直鎖若し
くは分岐アルキル基又はアリール基であり、
Ｒ４は、１５０～４０００ｇ／モルの分子量のポリイソシアネートのｎ個のイソシアネー
ト基の除去の後のｎ価残基であり］；
　ポリオキサゾリジンＰＯＣが、以下の式（ＩＩａ）による構造を有し：
【化２】

［式中、
Ｒ５は、炭素数２～５のアルキレン基
Ｒ６及びＲ７は、個別にＨあるいは任意選択で置換されている炭素数１～６の直鎖若しく
は分岐アルキル基又はアリール基である］；かつ
　すべてのポリオキサゾリジンＰＯＣの合計とすべてのポリオキサゾリジンＰＯＵの合計
の重量比が５：９５～４５：５５である、組成物。
【請求項２】
　Ｒ４が、以下のジイソシアネート残基、又はその対応するジイソシアネートのイソシア
ヌレート若しくはビウレット若しくはウレトジオンのイソシアネート残基からなる群から
選択されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物：
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【化３】

【請求項３】
　Ｒ４が、次のジイソシアネート残基、又はその対応するジイソシアネートのイソシアヌ
レート若しくはビウレット若しくはウレトジオンのイソシアネート残基からなる群から選
択されることを特徴とする、請求項１又は２に記載の組成物：１，６－ヘキサメチレンジ
イソシアネート（ＨＤＩ）、１－イソシアナト－３，３，５－トリメチル－５－イソシア
ナトメチルシクロヘキサン（イソホロンジイソシアネート又はＩＰＤＩ）、２，４－トル
エンジイソシアネート、及び２，６－トルエンジイソシアネート。
【請求項４】
　ポリオキサゾリジンＰＯＣが、以下からなる群から選択されることを特徴とする、請求
項１から３のいずれか一項に記載の組成物：
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【化４】

［式中、Ｒ６及びＲ７は、個別にＨあるいは任意選択で置換されている炭素数１～１０の
直鎖若しくは分岐アルキル基又はアリール基である］。
【請求項５】
　ポリオキサゾリジンＰＯＵが、以下の式（ＩＶ）又は（ＩＶ’）のビスオキサゾリジン
であり、ポリオキサゾリジンＰＯＣが以下の式（Ｖ）のビスオキサゾリジンであることを
特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物：
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【化５】

［式中、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６及びＲ７は、互いに独立にＨ又は炭素数１～１０の直鎖若しく
は分岐アルキル基である］。
【請求項６】
　Ｒ２及びＲ６がＨであることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項７】
　少なくとも１種の二環式オキサゾリジンＢＣＯをさらに含むことを特徴とする、請求項
１～６からのいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　二環式オキサゾリジンＢＣＯが、以下の式（ＶＩ）による構造を有することを特徴とす
る、請求項７に記載の組成物：

【化６】

［式中、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１及びＲ１２は、個別に、直鎖若しくは分岐アルキル基、又
は直鎖若しくは分岐ヒドロキシアルキル基、又はアリール基若しくはシクロアルキル基で
あり、
Ｒ１３は、Ｈ又は直鎖若しくは分岐アルキル基、又は直鎖若しくは分岐ヒドロキシアルキ
ル基であり、
Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６及びＲ１７は、個別に、Ｈ又は直鎖若しくは分岐アルキル基、又
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は直鎖若しくは分岐ヒドロキシアルキル基である］。
【請求項９】
　すべてのポリオキサゾリジンＰＯＣ及び任意選択で存在するすべての二環式オキサゾリ
ジンＢＣＯ並びにすべてのポリオキサゾリジンＰＯＵの合計の量が、総組成物の重量に関
して８０～１００重量％であることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１０】
　ポリイソシアネートをさらに含むことを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１１】
　すべてのポリオキサゾリジンＰＯＣ及び二環式オキサゾリジンＢＣＯ並びにすべてのポ
リオキサゾリジンＰＯＵの合計の量が、総組成物の重量に関して５～２０重量％であるこ
とを特徴とする、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　すべてのポリオキサゾリジンＰＯＣの合計とすべてのポリオキサゾリジンＰＯＵの合計
の重量比が２５：７５～３５：６５であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　ポリイソシアネート用の非結晶性硬化剤としての、請求項１～１２のいずれか一項に記
載の組成物の使用。
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